


はじめに

平成23年10月に全面開所4年目を迎えました石見銀山世界遺産センタ ー の運営におきまして

は、 指定管理者制度を導入した点で大きな変化の年となりました。博物館等の文化施設への指定

管理者制度導入は全国的な広がりをみせるものであり、 民間企業の経験や知見を活かした、 よ り

幅広く積極的な施設活用のあり方を意図するものであります。

この度、 センタ ー の指定管理者となりました石見交通株式会社は、 バス事業により地域の公共

交通を担う立場を活かし、 センタ ーの役割である遣跡紹介の機能を、 地理案内や観光案内の側面

と連動しながら、 センタ ーのガイダンス機能の充実を図ることが期待されます。

大田市は指定管理者や島根県と連携し、 官民協働にて石見銀山遣跡の一層の価値発信に取り組

んでいく所存です。

平成23年度は、 石見銀山遺跡の教育普及分野が展開した年でもあります。

石見銀山を未来に伝えていくために全国の皆様からの寄附をもとに創設されました、「石見銀

山基金」の本格的活用が始まったこの年、 大田市は、 学校教育の重点に「石見銀山学習を取り入

れたふるさと教育の推進」を掲げました。 市内の小中学校は、 石見銀山基金を活用し、 全ての児

童•生徒が石見銀山遺跡の現地を来訪できる仕組みを構築しております。 地域の次世代を担う子

ども達が、 世界遺産の価値を認識し、 未来へ伝えることができるよう積極的に取り組んでまいり

ます。

また、 生涯学習の面からは、 地域の皆様に石見銀山遣跡の価値をより身近に理解して頂くため

の仕組みを構築する目的で、「石見銀山学」の形成に向け、 遺跡の価値についてエッセンスをま

とめるなど、 取り組みを開始しております。

このように、 石見銀山世界遺産センタ ー は、 遣跡の価値の発信や向上、 よ りよい保護のため

に、 日々新たな取り組みに励んでおります。

なお平成24年7月に、 石見銀山遺跡は世界遺産登録5周年を迎えました。 石見銀山遣跡の世界

遺産としての価値が永続的なものとなり続けますよう、 あらためて皆様方のご支援ご助言をいた

だきますようお願いいたします。

平成25年3月

大田市教育委員会教育長 � 園 晴 雄
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I. 石見銀山世界遺産センターの概要

1. 業務と組織等

■世界遺産センタ ー の業務・組織

世界遣産「石見銀山遣跡とその文化的景観」全体の導入部（案内の玄関口）として、 総合ガイダンス

と展示解説機能を持ち、 調査研究並びに遺跡の保全と管理、 ユネスコの「平和と人権尊重」の精神を情
報発信することなどを担う拠点施設として、 専門職員及びスタッフ等が常駐しています。

1)世界遺産センタ ー が担う業務

◇ガイダンス（遺跡見学者に対して、 遣跡の価値や全体像の理解を促進）

①遣跡立体模型での説明やガイダンス映像の上映

②案内窓口の設置とスタッフの常駐
③地図・パンフレットの配布

◇展示・解説

①遣跡全体の解説や収集資料（含むレプリカ等）の展示と解説

②最新の調査・研究成果の展示と解説
③館内案内スタッフ、 専門職員による総合解説

◇調査・研究

①調査・研究活動の拠点
②研究発表、 シンポジウム等の開催

◇保全・管理

遺跡の日常的なパトロ ー ルと保全・管理

◇教育・普及

①案内書、 解説書等の作成

②ホ ームペ ー ジ等による情報発信

③体験学習（丁銀づくりや灰吹体験など）の実施

④講演会、 請座等の開催

◇収集・保管

①関係史資料の収集及び保管
②史資料等のデー タベ ー ス化
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2. 施設の概要

■施設の配置・規模等

①所在 島根県大田市大森町イ1597番地3 （第3駐車場：大森町イ1689番地（借地））

②用地関係

用 途 面 積 駐車台数など

建物敷地 4,100m' 

第1駐車場 5,700m' 普通車95台、 身障者用4台、 待機バス13台

第2駐車場 950m2 

普通車38台

第3駐車場 9,800m' 普通車約250台

西側駐車場 530m' 職員ほか関係者用

③建物関係

名 称 延べ面積 構 造 機能 ・ 役割

ガイダンス棟 763.47111' 木造瓦葺き平屋建て ガイダンス ・ 便益（無料）

展示棟 720.69m' RC造瓦葺き 一部2階建て
展示・解説（有料）、 調査・

研究、教育・普及

収蔵体験棟 477.53m' RC造瓦葺き 一部2階建て 体験学習、 収蔵・保管

車庫 33.00m' 木造瓦葺き平屋建て 公用電気自動車2台

便所棟（既存） 111.78m' 木造瓦葺き 一部2階建て

▲センタ ー 全景
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JI. 管理運営業務の実施状況

平成23年度の概観

指定管理者制度導入初年度における取り組みとして、 まず「世界遺産・石見銀山」としての価値や魅

力を来訪者に理解していただくことを課題とし、 展示室への誘導、 遺跡の紹介等に努めてまいりました。

そして、 同時にユネスコの「平和と人権尊重」の精神を広く伝えることも私達の役目であります。

また、 世界遣産センターは石見銀山の玄関口でもあります。 来訪者が路線バスに乗り換え、 町並み保

存地区へ向かう「パ ー ク＆ライド」を推進し、 観光客等へも「歩く観光」スタイルが浸透してきたとこ

ろです。 遺跡の紹介と併せて、 周辺の地理案内や観光案内などの情報提供も充実させています。

なかでも、 6月より町並みの施設と連携し販売を開始した「石見銀山4館共通チケット」は、 各施設

の発展及び歴史や文化の教育普及、 町並み散策への足がかりになっています。

広報・宣伝活動にも力を入れ、 毎年広島で開催される「島根ふるさとフェア」をはじめとした県内外

のイベントに参加、 PR活動を継続しています。 また島根県観光情報説明会等に参加し、 団体ツア ー誘

客も促進しています。 センター公式ホ ー ムペ ー ジでは、 イベントや講座のお知らせ、 体験学習の紹介、

ボランティア活動などを掲載し、 情報発信に活用しています。

さらに、 自主事業として「丁銀ストラップづくり体験」のメニュ ー 化や「比重選鉱体験」の実施を行

い、 新しい魅力の提供に努めました。 キーホルダ ーや書籍、 やきものなど、 石見銀山にちなんだ商品を

販売する物販コ ー ナ ーも新設し、 話題性を持たせています。

人材面では、 接遇研修や人権研修を定期的に行っています。 石見銀山関連施設などに広く参加を呼び

掛け、 意識啓発に努めています。

これらの取り組みの成果として、 また高速道路無料化実験や東日本大震災以降の観光客の西日本各地

への流動の背景もあり、 年度中の総入館者数は130,800人と横ばいながら、 有料展示室観覧者数は64,713

人と、 対前年比117.7％に増加しました。

今後とも、 地元の方々をはじめ石見銀山関連施設や観光分野との連携をはかりながら、 リピータ ー と

して何度でもお越しいただける石見銀山を目指し、魃力的な情報発信を継続してまいります。
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■主な入館団体（平成23年度）

＊学校 ※視察

月 日 団 体 月 日 団 体
4 3 せとうちグリ ー ンツア ー 7 1 広島県・真蔵坊仏教婦人会

16 広島県・銀の道 2 長崎県・長崎バス観光
17 つくしの会 4 新潟県・新潟父通の旅クレヨン ほか
19 益田市・益田翔陽高校 ＊ 愛知県・豊集会
21 フジプレアム株式会杜 ※ ほか 大分県 ・ （齢あんのん ほか
22 江津市・黒松のボランティア ほか 6 長崎県・長崎バス観光
28 出雲市・出雲市立旭丘中学校 ＊ 大田市・仁摩中学校 ＊ ほか

5 5 広島県・アイツアー 7 大田市・久屋小学校 ＊ ほか
10 新潟県・新潟父通の旅クレヨン 8 長崎県・長崎バス観光

広島県·アイツアー 一瓶厨辺3校合同学習 ＊ ほか
11 兵庫県・いなみ野学園 11 智辮学園和歌山中学校2年生 ＊ 
14 一菱電機労働組合福島支部 智鼎学園奈良カレッジ2年生 ＊ ほか

株式会社竹野内建設 12 大田市・仁摩小学校 ＊ ほか
15 南加茂自治会上組 13 長崎県・長崎バス観光

福岡県・シンワカイ 14 出雲養護学校 ＊ ほか
広島県・アイツアー 17 長崎県・長崎バス観光

19 島根県立農業大学校 ほか 広島県・アイツア ー

2 0  役員会並びに総会 ※ 2 0  長崎県・長崎バス観光
福岡県・金光教甘木協会 23 関西地区経済同友会

21 広島県・全日空広島支店 ※ 24 島板県観光連盟 ※ 
23 愛媛県・雄郡地区民生児童委員協議会 26 広島県・アイツア ー

24 新潟県・新潟交通の旅クレヨン 28 広島県・東広島市地域農業集団連絡協議会
愛知県・神代の湯・出雲 ・ 石見 ほか 29 長崎県・長崎バス観光 ほか

25 池田中学校 ＊ 30 島根県・大家組キッズサンガ ほか
広島県・アイツアー 8 1 長崎県・長崎バス観光

28 静岡県・チ ー ムファン 3 大田市小中学校新採用転入職員研修 ※ 
30 広島県·アイツア ー ほか 4 長崎県・長崎バス傾光 ほか

6 1 ビッグホリデー ※ 宮崎県レデイ ースソフトアニス
島根県庁文化交流 ほか 6 広島県・アイツアー

2 清水年金受給者協会 8 島根県・石州瓦工業組合
3 安原伝兵衛子孫ご一行 ， 総合的学習部会 ※ 

出雲市・出雲市立旭丘中学校 ＊ 10 福岡県・福岡オリオンツアー

出雲市・出雲市立平田中学校 ＊ 1 1  愛知県・溢愛館 ＊ 
4 広島県視覚障害者団体連合会 長崎県・長崎バス観光 ほか

長崎県・長崎バス観光 ほか 23 長崎県・長崎バス観光
5 藤井寺市行政視察 ※ 27 兵庫県・ふれあい旅行

広島県・アイツア ー ほか 長崎県・長崎バス観光
6 新潟県・新潟父通の旅クレヨン 28 一次広域商工会

大阪府・岸和田天神宮神和会 29 東呆都・大正大学空手道部 ほか
7 新潟県・新潟県民共済 31 長崎県・長崎バス観光 ほか
11 栃木県・上都賀プロバンガス ， 2 島根大学留学生見学旅行 ほか

12 鹿児島県・日能研九州 3 長崎県・長崎バス観光
13 大阪府・大庄毅睦会 4 広島県・中国電力
16 新潟県・新潟交通の旅クレヨン 山口県・（有）総合保険企画

長崎県・長崎バス観光（ガイド研修） 山口県·鹿野学園 ほか
17 島根県観光連盟 ※ ほか 5 長崎県・長崎バス観光
18 島根大学総合理工学部 7 法政大学田中優子ゼミ
25 広島県・アイツア ー 8 青森県・上北ド北晴買ブロック
26 広島県・アイツアー ， 大田市・朝波小学校 ＊ 
27 安来市赤屋地区交流センタ ー 10 長崎県・長崎バス観光 ほか
30 山口県小野老人クラブ連合会 11 長崎県·長崎バス観光
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皿総合調査研究業務の概要

1. 考古学的調査研究

■発掘調査

石見銀山遺跡での発据調査は、 昔の人々が地面に残した痕跡や道具から、 銀の採掘・製錬技術や、 そ

れに関わった人々の営みを解明・証明する役割を担っています。今年度の調査では、 大森地区内の旧大

住家住宅池点と、 石銀地区、 昆布山谷地区を対象としました。

1)旧大住家住宅地点

調査期問：平成22年4月1 2日～9月22日

所在地：大田市大森町地内

概 要

旧大住家地点は、絵図から大住家（銀山附地役人）の居宅があったと推定される場所です。

古写真や地元の人の話によると、 昭和30~40年頃から畑になっていましたが、 建物を新築する

にあたって、 遣構の残り具合を確認するために発掘調査を行いました。

調査の結果、 塀を支える柱や庭と考えられる空閑地、 直線的な狭い土間（通り土間）など、

武家屋敷の特徴を匂わす痕跡が部分的に確認されました。 道路の拡張や耕作で壊れてしまって

いる箇所も多く、 詳細を知ることはできませんでしたが、居宅は江戸時代の間取りに改修を加

えながら、 明治時代以降まで利用されていたことがわかりました。

調査後は、 建物新築に関する検討を入念に行い、 遺構の保護をしてから完全に埋め戻しを行

いました。

2)石銀地区

調査期間：平成22年6月27日 ～ 11月11日

所在地：大田市大森町イ1617ほか

概 要

石銀地区は、 仙ノ山山頂付近に広がる平坦面です。見学道を整備するにあたって、 江戸時代

の道の場所を確認するため、 前年度に試掘調査を行っています。 その際、 建物跡の可能性があ

る地ならしされた場所や石の列などが見つかったため、 様子を確認するため、 今年度に改めて

調査しました。

調査の結果、 道跡をはじめ建物の敷地造成と見られる石垣や、 敷地の内側に桶を埋置した痕

跡などが確認されました。 建物跡の年代は見つかった陶磁器片から、 1600年代中頃と考えられ

ました。

3)昆布山谷地区

調査期間：平成22年9月27日～12月9日

所在地：大田市大森町二261-1、 ホ366-1

概 要

昆布山谷地区は、 佐昆売山神社の西側に位置する谷です。採掘・製錬技術や、 過去に土地が

どのように利用されていたのかを探るため、 平成22年度から発掘調査を行っています。今年度

は、 前年度に見つかった近代の建物跡の形や規模を確認するため、 同じ地区を掘り広げました。

- 17 -





これらのことから、 石銀地区墓IIIは16世紀末に「山師」などの富裕層の墓所として造墓が始ま

り、17世紀前半に最も盛んに造塔が行われ、 17世紀半ば過ぎに造墓が終了することがわかりま

した。 この様子は石銀地区の鉱山活動の様子をよく繁栄していると考えられ興味深い成呆とな

りました。

3)平成23年度調査報告書作成

概 要

悉皆調査した大田市大森町仙ノ山石銀地区墓」の調査成果を掲載しました。

.....石銀地区募Illの現状（写真1) ▲石銀地区墓Illの調盃状況（写真2)

■海底調査の概要

石見銀ILI遺跡は納ケ浦や沖泊などの海域を、 国指定史跡地内に含んでいます。 しかし、 海底の状況は

十分には把握できておらず、 わずかな遺物が採集されているだけです。

こうしたことから、 海底の現状を把握し、 将来の保護方法について検討材料を得る目的で、 平成21年

度からNPO法人アジア水中考古学研究所が行う調査に協力する形で海底調査を実施しました。 平成23年

度は3年計画の最終年次でした。

1)古龍・温泉津湾周辺の海底調査

日 時：平成23年11月4日 ～ 7日

場 所：古龍・温泉津湾内

調査主体：NPO法人アジア水中考古学研究所

参加者：林田憲三氏(NPOアジア水中考古学研究所）、 小川光彦氏（金沢大学大学院）、

松井広信氏（金沢大学大学院）、 山本祐司氏（水中カメラマン）、

島根県教育委員会：林健亮·岩橋孝典、 大田市教育委員会：中田健一

概 要

4日は濫泉津港を出発し古龍湾口東側を中心に潜水調査をしました。 遣物 ・ 人工物は確認さ

れませんでした。 5日は温泉津湾外の立鳥瀬で潜水調査をしました。 瓦1点、 陶磁器2点を取

り上げました。 6日は沖泊湾口付近で潜水調査を行い、 甕片を確認しました。 調査後、 今後の

調査について参加者で協議しました。 沖泊湾内の様子は次第に判明しつつありますが、 なお調

査が必要なこと、 また古龍、 柄ケ浦なども再調査する必要があることなどが確認されました。
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2. 歴史・民俗学的調査研究

世界遺産としての顕著な普遍的価値を高めるため、散逸の危機にある地元史料を主対象として文献調

査を実施しています。 その際、 人権・同和問題との関わりを深めるため、 地図 ・ 地名、 人権 ・ 同和問題

調査を通じて問題への理解促進と意識の向上をめざしました。 調査成果の活用方法については、 類例調

査を行いつつ引き続き検討しています。

■文献調査の概要

石見銀山の歴史と国内外におけるその意義を明らかにするため、 石見銀山と石見銀を含む日本銀に関

する文献・史料の所在や内容を学術的に調査しています。史料や文献の捜索•閲覧·複写 ・ 写真撮影をし、

必要に応じて目録作成や解読を行って保存·活用することとしています。

1)文献調査指導会

実施日と場所 以下のとおり

1 ：平成23年5月28日（土） 島根県職員会館教養6室（松江市殿町）

2 ：平成23年1 1月2日（水） 島根県立古代出雲歴史博物館 2階会議室（出雲市大社町）

出席者 文献調査員及び島根県教育委員会職員

概 要

平成23年度調査の計画と概況について協議し、 個別文書の具体的な調査のほか、 所在確認調

査や調査成呆の公開について議論を行いました。 また、 史資料の取り扱いに関しても識論を行

いました。

調査成果を公開する刊行物については、 近世の石見銀山に関する基礎的な史料「石州大森銀

山諸書物写」と「銀山古事覚書」を翻刻し、 報告書として刊行しています。

2)史料調査

実施日 平成22年4月15日（土）～平成24年3月28日（水）のうち45日間

場 所 各文書所蔵先（大田市大田町ほか）

出席者 文献調査員、 島根大学学生、 大田市・島根県教育委員会職員

概 要

次に挙げた個別文書の写真撮影や目録作成を行い

ました。

【泉家、 熊谷家、 竹下家、 中村家、 西本寺、 安田家】

地役人家では、 平成21年度調査の安田家について

追加調査を進め、撮影と目録作成を完了しました。

十杜寺調査を契機に始めた西本寺の調査は、 次年度

以降も継続することとしています。

また、 下記の各館に収蔵される中近冊関連史料を ▲熊谷家下張り又薔函査

調査したはか、 DOWAホ ー ルデイングス株式会社から借用した近代大森鉱山関係資料類を撮影

しました。

【岩国徴古館、 隠岐郷土館、 国文学研究資料館、 島根県立図書館】

資料上の銘文にも注目し、 大森町並み交流センタ ー に保管されている板図・棟札類や、 大田

市（南）八幡宮鉄塔附経筒・銭貨も調査しました。

以上の諸調査に加え、 調査全般に関わる論文や書籍など各種文献の収集にも努めました。
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3)石見銀山資料館との共同調査

実施日 平成23年5月24日（火） ．6月8日（水）

場 所 林家（邑智郡美郷町）

出席者 文献謂査員及び島根県教育委員会職員

概 要

石見銀山資料館による林家文書の調査へ参加し、 共同で整理·記録作業を行いました。林家

文書は近世銀山街道沿いの村役人家に伝来した一大史料群であり、 農業以外の生業関連史料を

含む数千件を対象に、 引き統き目録を作成しました。

■地図・地名、人権・同和問題調査の概要

石見銀山遺跡とその周辺は、 近世には幕府の石見銀山領支配の中心地となり、 また銀山には鉱山労働

者をはじめとするさまざまな身分の人たちの生活がありました。 その支配機構は、 幕府領に共通するも

のと、 銀山領独自のものがあったようです。被差別身分の人たちは支配機構の中に位置付けられ、 主に

治安維持に関わる業務を役務として果たしながら、 一方で忌避・差別された歴史があります。

石見銀山に関わる調査研究においては、 ユネスコの基本理念である「平和と人権尊重」の精神を基本

に据え行なうべきであることをふまえ、 歴史的事実の解明が石見銀山に関わる人権・同和問題の解決に

つながる取り組みとなるよう、 人権・ 同和問題への理解促進と意識の向上を図る必要があります。 その

ため、 まず、 有識者を講師に迎えて研修会を開催し視察も実施しました。

1)人権研修会

実施日 平成24年2月28日（火）

場 所 石見銀山世界遺産センタ ー オリニンテ ー ション室（大田市大森町）

講 師 遠藤浩已氏（大田ふれあい会館館長）

概 要

石見銀山の歴史と人権・同和問題について、 差別された人々の社会的役割やそのくらしにつ

いてなど、 幅広い知識に裏付けされたお話しを伺うことができました。

また、 子どもたちと共に大人も人権・同和問題と「出会い直し」「学び直し」てゆくことの

大切さを講師が説かれる中で、 その大切さを参加者一同がそれぞれ確認できました。

2)関連施設の視察

実施日と視察先 以下のとおり
1 :平成23年6月29日（水）

2 :平成23年6月30日（木）

3 ：平成23年7月21日（木）

4 ：平成23年7月21日（木）

5 :平成23年7月22日（金）

出席者 島根県教育委員会職員

概 要

山口県文書館（山口県山口市）

広島県立文書館（広島県広島市）

渋染一揆資料館（岡山県岡山市）

岡山県立記録資料館（岡山県岡山市）

鳥取県立公文書館（鳥取県鳥取市）

視察先の各機関では、 歴史資料等の取り扱いにおける人権に配慮した取り組みや、 そこでの

経験・課題などを聞くことができました。 また、 そうした取り組み等の背景にある各地域の歴

史についても理解を深めることができ、 今後の人権· 同和問題解決へ向けた取り組みの参考と

なりました。
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2)調査内容：大森町内伝世瓦の科学分析

概 要

島根県内で最古級のレンガについて比較するため、 大森町内で伝世された瓦(19~20抵紀）

を対象として島根県産業技術センタ ー において科学分析を実施しました。

分析は、 大田市大森町の銀山公園薗に所在した旧石見銀山遺跡発掘調査事務所脇に集積され

ていた伝世瓦を対象として行いました。

分析資料は、001~003燻し瓦（宅野）、005~007石州釉薬瓦（中心飾り、 下向き三葉文）、

004石州釉薬瓦（中心飾り、 退化した宝珠文）、008石州釉薬瓦（中心飾り不明）、009石州釉薬

瓦（中心飾り、 丸十字）です。分析項目は、耐火度測定、 吸水率測定、 蛍光X線による定性分

析、 X線回折分析、 圧縮強度試験です。

■生物調査の概要

調査内容：陸棲脊椎動物、 昆虫類、植物などの生物調査

実施対象：石見銀山遺跡及びその周辺

実施方法：財団法人しまね自然と環境財団（島根県立三瓶自然鮪）に委託し実施

概 要

平成20年度から代表的な自然環境を有する地域を対象に生物調査を実施し、 年次変化や影響

の有無を把握することとしています。平成23年度は銀山川遊歩道、要害山登山道、 本谷地区、

輌ケ浦港、沖泊港について年2回（春・秋）の継続的藍視・観察を行いました。 また、 大久保

間歩、矢滝城跡、石見城跡において、特定動植物（コウモリ類、 洞窟性昆虫類、 ギフチョウ、

ラン類など）の調査を行い、 生息状況の記録を行っています。 来訪者の増加などに伴い、生物

環境への人為圧は高まっていますが、 現在のところ大きな変化はありません。新たに希少動植

物の存在が確認されており、 継続した情報収集が必要です。

■資産保全調査の概要

調査内容：石造物モニタリング調査

概 要

石見銀山遣跡に多く存在する石造物の風化度、 崩壊状況などを観察 ・ 測定し、対応策を検討

するため、指導会を開催しました。 石造物等の保存は、 現象の確認、 原因の究明、 対策の実施

という手順で進める必要があり、 当面は経年変化の観察と、 気象条件等のデー タ蓄積を行って

います。石材の乾湿の繰り返しによる劣化が大きな原因とみられるため、 周辺の温湿度や水分

の条件など、 石の乾湿に係る機器測定を目視観察と併せて行っています。
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4. テ ー マ別調査研究

平成20年度から「最盛期石見銀山の復元］と「東アジアの鉱山比較」を大きなテ ー マとして、 およそ

3年周期の共同調査研究を進めています。 この研究では、 考古学、 歴史地理学、 地質学、 鉱山学などの

外部の各種研究者に石見銀山遣跡客員研究員として参加してもらい、 年に2回程度の共同検討会議を開

催しながら進めています。

0石見銀山遺跡客員研究員 名簿

研究テ ー マ 氏 名 所 属

井上 雅仁 島根県立三瓶自然館

最盛期石見銀
大庭 康時 福岡市教育委員会

仁木 宏 大阪市立大学大学院文学研究科
山の復元

藤原 雄高 石見銀山資料館

山村 亜希 愛知県立大学文学部日本文化学科

小関 久乃 独立行政法人東京文化財研究所文化遺産国際協カセンタ ー （元）

東アジア鉱山
中西 哲也 九州大学総合研究博物館

仲野 義文 石見銀山資料館
比較研究

中村 唯史 島根県立 ＝瓶自然館

吉原 道夫 佐倉市立臼井南中学校

■最盛期石見銀山遺跡の復元研究の概要

この事業では、 考古・文献・歴史地理・自然科学等各分野の専門的な研究者による調査研究によっ

て、 土地·人・物の状況解析を基軸とし、 16世紀から17世紀初め頃にかけて最盛期を迎えた石見銀山

の景観を復元的に明らかにすることを目標に、 展示やイラスト作成なども念頭に置きながら調査研究

を行っています。

■鉱山遺跡比較調査研究の概要

石見銀山遺跡が世界遺産に登録された際、 ユネスコ世界遺産委員会から「石見銀山遺跡及び国内外

の他の鉱山遣跡との比較研究の実施」が要請されました。 このため、 島根県と大田市では東アジアの

鉱山遺跡の情報収集を行うこととしました。 海外鉱山については、 中固の情報収集を実施しています。

また、 国内については、 生野銀山を始めとする石見銀山と関係の深い銀鉱山について共同研究を進め

ています。 また、 久喜大林鉱山を始めとした県内鉱山についても、 江戸時代に石見銀山御領に含まれ

た鉱山を中心に調査を行っています。

■事業の実施概要

1)第9回石見銀山遺跡客員共同検討会の開催

①客員共同検討会と現地視察

実施日：平成23年5月20日

場所：石見銀山抵界遺産センタ ー （大田市大森町）および温泉津町古龍地区

出席者：客員研究員、 大田市教育委員会•島根県教育委員会職員

概 要

温泉津古龍の現地視察を行うとともに、検討会では「最盛期石見銀山の復元」テ ー マにかか

る1本の報告が行われました。
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1)藤原雄高「史料に見る「最盛期」～運上と人口～」

同氏は運上と人口を指標とした場合、「最盛期」は江戸初期であると述べるとともに、「鉱山

集落」の 中身の部分を検討する必要があることを指摘しました。

2)第10回石見銀山遺跡客員共同検討会の開催

①現地調査

謂査日：平成23年12月4日（日）

場 所：大田市温泉津町温泉津・小浜

指導者：広島大学大学院文学研究科 本多博之氏

大田市建設部事業推進課 今田善寿氏

参加者：石見銀山遣跡客員研究員、 島根県教育委員会職員

概 要

温泉津小浜間の丘陵上を、 今田氏の案内で踏査しました。 現地は戦後しばらく耕作地であっ

たとのことですが、 城館跡と覚しき平坦地が連続してあり、「殿居」「殿」「屯」といった小地

名とも合致する状況が確認できました。

②客員共同検討会

実誨日：平成23年12月3日（土）

場 所：石見銀l_[」世界遺産センター会議室（大田市大森町）

出席者：客員研究員、 大田市教育委員会•島根県教育委員会職員

概 要

以下の4つの報告を行い、検討会を行いました。

1)林 健亮「水中調査の中間報告」

2)本多博之「毛利氏時代の温泉津」

3)目次謙ー「温泉津の復元報告」

4)岩橋孝典「東アジアの鉱山比較報告」

1)ではもう3年程度の分布調査を実施し、 その上で発掘調査することが望ましいこと、 2)

では1571年築城の謁ノ丸城以煎に、 毛利氏奉行が温泉津小浜間にした可能性とともに、 毛利元

就直轄支配地温泉津の支配継承は元就直臣の把握で行われたこと、 3)では候補1が毛利氏支

配時期、 候補2が幕府支配時期(17世紀初頭）であるとし、 周辺環境や建造物の詳細検討が課

題であると指摘されるとともに、 4)では益田市都茂丸山鉱山を描く1842年の「美濃郡都茂村

絵図」の紹介などがありました。

3)第2回石見銀山遺跡拡大客員共同検討会の開催

実施日：平成24年2月23日

場 所：石見銀山世界遺産センタ ー 会議室（大田市大森町）

出席者：テ ー マ別調査研究客員研究員（井上雅仁、 中西哲也、 仲野義文、 蔭原雄高、 山村亜

希） •石造物調査員（今岡利江、 田中義昭） ・文献調査員（原田洋一郎） •発掘調査指

導者（大橋泰夫）、 県職員、 大田市職員

概 要

テ ー マ別謂査研究や、 発堀調査などの各種基礎的調査研究の進捗状況や方向性についての情

報を共有するとともに、 各調査研究の進展を促すために、 情報交換会を実施しました。

1. 調査研究の報告

1)目次謙ー 「安来市立和鋼博物館所蔵「金銀山採掘精錬図」について」
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の講演会等を開催したいとのことでした。 島根県としても共同検討会を行っていきたいと考え

ています。

3. 平安京・京都研究集会「信長と京都」参加と情報収集

実施日：平成23年7月31日（日）

場 所：機関紙会館5階大会議室（京都市上京区新町通丸太町上）レ東側）

参加者：島根県教育委員会職員

概 要

「信長と京都 ー 河内将芳著「信長が見た戦国京都』をめぐって＿ 」をテ ー マに、 本多博之氏·

仁木宏氏・浜中邦宏氏3名の報告があり、終わって河内将芳氏らを加えて討論会が行われまし

た。 これらの内容は、 銀山や温泉津の町の景観復元に関して有益な情報でした。

4. 2011年度中世都市研究会「都市的な場」への参加

実施日：平成23年9月3日（土） ．4日（日）

場 所：鶴見大学5号館（神奈川県横浜市）

参加者：島根県教育委員会職員

概 要

「都市的な場」をめぐって、仁木宏氏らによる9本の発表があり、 終わって討論会が行われ

ました。「都市的な場」の要素は、 鉱山町では口留番所・上市場、 港湾温泉津では連歌会が催

された恵洸寺などのほか、 容易に数多く見い出せます。最盛期鉱山の復元結果を有効に解説で

きるよう、 この概念を使いこなせるよとよいと思いました。 その意味でテ ー マ別副査餅究事業

に閃して有益な情報が得られました。

5. シンポジウム「港湾と中世都市一堺・益田・高松・大阪ー」への参加

実施日：平成23年12月23日（金）

場 所：大阪歴史博物館4階講堂（大阪市中央区大手町4-1-32)

参加者：島根県教育委員会職員

概 要

「大阪上町台地から都市を考える4」を冠とし「港湾と中世都市」がテ ー マとされたシンポ

ジウムで、 4本の報告とパネルデイスカッションが行われました。「最盛期石見銀山の復元研

究」にかかり検討中である温泉津に関連して、 基礎的な研究文献や発掲調査成果の情報を得る

ことができました。

- 27 -







v ． 教育・普及業務の概要

1. 公開講座の開催

世界遺産センターでは、 たくさんの方に世界遺産・石見銀山をより広く、 深く知っていだたくことを

目的として、公開請座を行っています。県内外から研究者や専門家を招き、 世界遺産や石見銀山に関す

る研究成果などをお話いただいています。

今年度は2回の公開講座を開催しました。

1)第11回「明代中国における銀流通」（平成23年度第 1回）

日 時：平成23年5月29日（土）13:30~15:00

場 所：オリエンテ ー ション室

参加人数：40名

講 師：佐々木愛氏（島根大学法文学部准教授）

演 題：「明代中国における銀流通 ～ 「石見銀山最盛

期」の日本銀はどう巡ったか～」

概 要

16世紀、 大航海時代に世界を巡ったと言われる日本

銀。 日本銀が海外で必要とされた背景には、 戦争が続

く中国大陸の存在がありました。 戦禍のなかにある中国は、 戦費をまかなうためにたくさんの

銀を求め、 日本は自国で生産のできない 生糸を必要としていました。 中匡を中心とする東アジ

アの物の流れ•世界交易の中から、 日本銀がアジアや世界へどのように広まっていたのかを解

説していただきました。

2)第12回「世界遺産の生まれた理由」（平成23年度第2回）

日 時：平成23年9月4日（日）10:30~12:00

場 所：オリエンテ ー ション室

参加人数：35名

講 師：関広尚世氏（京都府埋蔵文化財センタ ー ）

演 題：「世界遣産の生まれた理由 ～エジプト文明の源流から世界遣産を知る ～ 」

概 要

世界遺産条約は、 ダム建設によって水没するエジプト文明の遺跡を移築するため、 世界各国

が協力したことから誕生 しました。 エジプト側に移築された遺跡は世界遺産となって世界中か

ら観光客を迎え、 隣国ス ー ダンに移築された遣跡は世

界遺産に登録されず、 地域住民が訪れています。世界

遺産条約のきっかけとなった遺跡の現状から、世界遺

産をとりまく問題や池域の役割についてお話いただき

ました。

また、 講座と連動し て、 情報コ ー ナ ー で写真展

「ス ー ダン」を行いました。 講師が現地で撮影した写

真を通して、 世界遺産のき っかけとなった遺跡群の現

状と課題を紹介しました。
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市内各校銀山学習実施の状況（世界遺産センター対応分）
H2 3年度対応実綾：市内小学校：15校288人(6年生が主）、 市内中学校： 4校166人(1年生が主）
※ほか県内2校58人を体験学習（基金対象外）で受け入れ

■センタ ー対応校一覧（小学校）

学校名 来訪日 学年 人数
学習内容

他見学場所
展示 体験 間歩

大田 11/30 6 83 ゜ ゜ 資料館、 本谷、 石銀
長久 12/14 6 19 ゜ 砂銀 ゜ 龍源寺問歩、 山吹城

五十猛 10/2 6, 11/25 6 11 ゜ 灰銀 ゜ 本谷
静間 10/31 6 13 ゜ 砂灰 龍源寺間歩
鳥井 11/2 2 6 ， ゜ 砂灰 ゜ 本谷
久手 11/18 6 34 ゜ 砂 熊谷家、 町並み

朝波 9 / 9  6 13 ゜ ゜ 資料館、勝源寺、 本谷

富山 10/27 5-6 1 1 ゜ ゜ 本谷
北＝瓶 7/8 5 • 6 13 ゜ 銀 ゜ ※三瓶周辺三校合同、 本谷

志学 7/8 5·6 ， ゜ 銀 ゜ ※三瓶周辺三校合同、 本谷
池田 7/8 5 • 6 ， ゜ 銀 ゜ ※三瓶周辺三校合同、 本谷
川合 11/ 1 6 11 ゜ ゜ 城上神社、 勝源寺、 本谷
久屋 7 / 7, 10/28 6 8 ゜ 銀 ゜ 本谷、 石銀
大森 町並み探索等、 劇作

温泉津 11/16 6 18 ゜ 銀 ゜ 資料館、 本谷
仁摩 7 /12, 12/12 6 27 ゜ 砂 ゜ 龍源寺間歩
合計 16回 15校 288 15/15 11/15 9/15 

■センタ ー 対応校一覧（中学校）

学校名 来訪日 学年 人数
学習内容

他見学場所
展示 体験 間歩

ー中 9 /28 3 129 ゜ ゜ 本谷、 石銀、 山吹城、 町並み
ー中 11/22 1 97 ゜ ゜ 銀山、 大森散策
＝中 9 /28 1 11 ゜ ゜ 町並み、 本谷

北三瓶 4 /22 1 • 2 14 ゜ 街道見学、 龍源寺間歩
池田 5/25 1 17 01 灰 ゜ 本谷、 石銀

温泉津 6 /22 全 54 温泉津地内見学
仁摩 7 I 6, 9 /26 1 4 1  ゜ 砂灰 ゜ 本谷、 町並み
合計 5回 5 校 166 4/4 1/4 3/4 

高山小、 大代小、 志学中は基金未申請。 砂：比重選鉱、灰：灰吹実演、 銀：丁銀作り、 間歩：大久保
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4. 情報コ ー ナ ー展示の実施

「私のおすすめはココ！イチオシ石見銀山！！」マップ

来訪者に「石見銀山遣跡とその文化的景観」をわかりやすく紹介するため、 石見銀山遺跡をスタッフ

が実際に歩いて散策し、 わたしがおすすめするところを写真とおすすめコメントを添えて、「私のおす

すめはココ！イチオシ石見銀山！！」マップを作製しました。

石見銀山散策の手がかり、 足がかりとして参考にしてもらいたい思いから、 石見銀山の魅力を発信し

ました。
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平成23年度事業一覧表

〇史跡等及び埋蔵文化財公開活用事業

区分 番号 工事名・委託名 概 要

見学道の新設（真砂土舗装）、 丸太階段・

工事 ① 石銀・仙ノ山池区見学道等整備工事 木柵（土留め）及び池、 井戸への転落防止

柵の設置などを実施

② 石銀·仙ノ山•地区休憩棟整備工事 木造綱板葺平屋建の休憩棟1棟を新築

港湾集落内の古民家をガイダンス施設とし

③ 輌ケ浦地区サテライト施設整備工事
て活用するため、 主屋（木造瓦葺平屋建）

及び納屋（木造瓦葺一部二階建）の保存修

理を実施

保存管理のための計画的な修理方針を検討

する資料を得るため、 それぞれの建造物に

委託 A 史跡地内建造物（10社寺）保存対策調査事業 ついて破損状況、 棟札等の調査や平面図筈

の実測及び地盤整備のための敷地平面測量

を実施

B 
石銀·仙ノ山地区見学道等整備工事施工監

①の整備工事に伴う施工監理
理業務委託
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2. 重要伝統的建造物群保存地区保存事業

■大森銀山地区

1)観世音寺本堂SyW19（社寺建築物No.12)／修理／桁行四間梁行四間半、 向拝ー間、 入母屋造桟瓦

葺（床面積88.61rrl：回廊部分含む）

観世音寺は、 大森町昭和区の市道大森市街線の東側岩山上に境内を構える真言宗寺院で、 高台に

位置する境内から町並み全体を烏廠できる景観的特性をもつ。観世音寺は本堂のほか、庫裏（戦後

建設）、 山門（万廷元年／1860)、 鐘楼（ともにHl7年度保存修理）、 金比羅杜から構成され、 もとは

銀山領大森代官所の祈願寺であることなど多くの歴史的興味を有する寺院である。

本堂は、桁行四間(8.45m)梁行四間半(9.33m)、 向拝ー間、 入母屋造桟瓦葺で、 建築年は板図より

安政7年（万延元年／1860)と考えられ、 長年の風食によって屋根瓦や外壁面が腐朽するとともに、 内

陣床面の不陸がみられるなどの傷みを生じており、 形式や構造を維持することが困難になっていた。

主な修理内容は、 屋根工事と建具工事、 構造補強工事であり、 屋根工事では雨漏りによって傷ん

だ小屋組の修繕と補強、 腐朽した屋根瓦の葺替え、 妻面装飾の復原と外壁の白漆喰仕上げ、 板金工

事を行った。建具工事では寺に残されていた昭和前期頃の古写真を参考にアルミサッシュの建具を

木製建具（明障子と舞良戸）へと復原した。 その他、 内陣部床面の不陸調整を行って構造補強を施

した。

観世音寺本堂は隠岐から移築された伝承があることや、 構造や仕口等に前身建物を窺わせる状況

もみられるなど、 興味深い来歴を有する建築物であり、 今回の修理工事でさらに歴史的価値を高め

ることができた。

▲修理前 ▲修理後
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格子戸引き違いの木製建具を建て込み、 鋼板葺きの屋根を載せた棟門とし、 塀は既存の躯体を生か

しながら構造的な補強を旅した上、 新設の門との取り合いを調整するなど景観整備を行った。

今回の修景二事は、 周囲の伝統的建造物が連なる新町の町並み壁面線を整えるとともに、 歴史的

景観をつなぐ役割として効果が高い。

4)松原家主屋／SyE14（建築物No.40)／修理／木造二階建、 大壁造平入、 切妻造桟瓦葺（屋根

長：10.4m)

松原家は大森町昭和区にあり、 市道大森市街線の東側、 観世音寺が位置する岩山の北側裾野に建

つ。 主屋は寛政12年(1800)の大火後の建設とされ、醸造業を営んでいた木造二階建、 大壁造平入、

切妻造桟瓦葺の町家であり、 表通りに沿って外観を白漆喰で塗込めた梁側二問半の表屋が十間半続

く特徴ある外観を有する。 主屋は、 平成元年に国庫補助事業によって半解体修理がなされているが、

今回の工事は表屋の南側に延びる角屋の屋根が対象であり、 棟瓦に沿った長さ約10.4m、 幅約0.5m

の範囲である。本修理は、 平成元年の半解体修理から約20年を経過し、風雨によって屋根漆喰が剥

がれるなどして雨漏りを生じたことによる緊急性を伴う修繕工事（修理）で、特定物件の維持を目

的に市単独事業として実施した。

.... 修理前 ▲修理後
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壁土も見た目以上に耐力が落ちていた。 今回の修理は、 現状修理を基本とした半解体修理とし、屋根葺

替、 腐朽材の補修、 壁土の塗り直し、 防湿対策を行い、 外壁の腰壁には養生のため、 海鼠壁を施した。

なお、 工事は壁土の乾燥を考慮し、 平成22~23年の2カ年で実施した。

▲修理前 ▲修理後

3)友村家主屋／修理／寺町(TE-04)木造二階建桟瓦葺

友村家は寺町の市道寺道線に東面して建つ。 主屋は木造本二階建、 南側入母屋造、 北側切妻造、 平入

り、桁行4間、 梁間3間、 背後に桁行4間、 梁間1.67問の二階建の突出部が付く。 いずれも桟瓦葺であ

る。建築年代は棟札の墨書から大正9年3月である。 道幅も狭く小規模な町屋が多い寺町地区の中にお

いて、 当家は敷地を嵩上げして建ち、 周辺の中でひときわ存在感を示す。玄関を入って正面の階段や、

二階の二間の座敷は、 旅館やお茶屋の雰囲気を持つ。大きな改造の痕跡はなく、 当初の姿をよく残して

いた。今回の修理では、 屋根葺替、外壁補修、 不陸調整、 防湿対策、 建具の新調・調整を行った。

▲修理前 ▲修理後
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4. その他の事業

■石見銀山遺跡調査活用委員会

第7回石見銀山逍跡調査活用委員会は、 平成23年5月31日（火）、 12名の委員が出席して大田市

大森町の石見銀山世界追産センターで開催されました。最初に委員長互選が行われ、 町田章委員に

決定しました。議事に入り、 まず(1)報告事項として、 ①平成23年度の調査研究計画、 ②整備活用の

計画や現状、 ③モニタリング、④世界遺産登録5周年事業、 ⑤各検討部会の再編について報告がな

され、 それに対する質疑応答が行われました。 また、 その後休憩を挟んで(2)意見交換が行われ、新

任期3年間の主な課題である①港湾集落の整備活用、 ②今後の調査研究、 ③総合整備事業終了後の

整備の方向性、 ④委員会の整理・再綱について意見をうかがいました。 なお前日には、 沖泊、 櫛

島、 朝ケ浦を現地視察しました。

第8回石見銀山遺跡調査活用委員会は、 平成23年11月18日（金）に12名の委員が出席して大田市

大森町の石見銀山世界遣産センターで開催されました。最初に町田章氏の死去に伴い委員長の互選

が行われ、 高安克己委員の就任が決定しました。議事に入り(1)報告事項として、①調査研究、②整

備活用について質疑応答を行いました。 その後休憩を挟んで(2)意見交換が行われ、 各検討部会の検

討内容について報告し意見をいただきました。 なお委員会前日には、 昆布山谷地区の発掘調査現

場、佐毘売山神社および10社寺調査対象地である豊栄神社を現地視察しました。

0石見銀山遺跡調査活用委員会 委員名簿

氏 名 職 名 専門分野 備 考

井 上 雅仁 島根県立三瓶自然館学芸課課長代理 自然環境

大 橋 泰 夫 島板大学法文学部教授 考古学

勝 部 昭 元島根県教育委員会教育次長 文化財行政 委員長職務代理者

黒 田 乃 生 筑波大学大学院人間総合科学研究科准教授 文化的景観

小 林 准 士 島板大学法文学部准教授 近世思想史

高 安 克 己 島根大学名誉教授 地質学

田 辺征 夫 前奈良文化財研究所所長 考古学

中 塩 弘 DOWAホ ー ルデイングス株式会社取締役 鉱業

仲 野 義 文 石見銀山資料館館長 近世史

中 村 俊 郎 中村ブレイス株式会社代表取締役社長 地元有識者

西 村 幸 夫 東京大学副学長 都市計画

林 秀 司 島根県立大学教授 人文地理

原 田 洋一郎 東京都立産業技術高等専門学校准教授 鉱山史

村 上 隆 京都国立博物館学芸部保存修理指導室長 歴史材料科学

和 上 豊 子 石見銀山ガイドの会会長 池元有識者

※任期：平成23年4月1日～平成26年3月31日。 なお田辺氏は平成23年11月1日から。

■石見銀山協働会議と官民協働の取り組み

石見銀山協働会議は、 石見銀山遺跡を官民協働で保全・活用していくための方策を検討すること

を目的として、 平成17年6月26日に、公募による約200名の市民プランナ ー と大田市及び島板県の

関係課職員により組織されました。
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■石見銀山遺跡保存管理委員会

平成24年2月9日（木）に、 島根県民会館で第4回石見銀山遺跡保存管理委員会が開催されまし

た。

この委員会は、 石見銀山遺跡を適切に保存管理し、 その価値を永く後世に伝えていくことを目的

として、 島根県と大田市が共同で設置したもので、 世界遺産登録推薦書の中でも、 その設置を謳っ

ています。

委員会では、 遣跡の保存管理に関連する諸事業の総合調整や遺跡の保存管理計画の進行管理等を

行います。委員は、 県の関係部局の次長6名及び市の関係部局の部長5名の11名で構成されていま

す。

委員長である県の米山教育次長の進行により議事に移り、 石見銀山遣跡の保存管理に係る県市の

役割分担の再確認、 平成23年6月にパリで開催された第35回ユネスコ世界遺産委員会の報告などを

県の担当者が説明を行いました。

次に、 石見銀山遺跡肉における土砂災害対築（落石対策）、 治山対策、温泉津 ・ 波路浦川砂防事

業など具体的な事業の課題内容の説明がありました。 また、 平成24年度に批界遺産登録5周年を迎

えることからその記念事業について、 観光客誘致施策については観光振興分野から、 記念式典及び

市民向け請演会・ シンポジウム事業については教育分野からそれぞれ説明がありました。

これらの報告を受けて、 登録5周年を契機として広く広報活動、 受け入れ体制の整備などに取り

組む必要があるため、 新たな観光素材の提供などについて多くの意見が交わされました。

また今後は、 石見銀山遣跡の保護・活用を永続的に進めていくため、 伝建地区及び港湾集落の空

家対簸、 荒廃する竹林対策などの課題についても検討することとしています。

0石見銀山遣跡保存管理委員会 委員名簿

所属 部 局 職 氏名

地域振興部 次長 和田 謙一

環境生活部 次長 玉串 和代

農林水産部 次長（事務） 石黒 裕規
島根県

商工労働部 次長 （欠席）高橋孝治

土木部 次長（事務） 木佐 幸佳

教育庁 教育次長（事務） 米山 隆

総務部 部長 富田 正治

産業振興部 部長 小野 康司

大田市 建設部 部長 和田 和夫

上下水道部 部長 杉原 慎二

教育委員会 教育部長 松村 浩

※第4回委員会開他時
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■石見銀山景観保全審議会

平成23年5月16日（月）に、 大田市役所で第2回石見銀山景観保全審議会が開催されました。

今回の審議会では、 前回（平成22年3月17日開催）の審議会の継続審議として、「一般国道9号

静間仁靡道路」大国高架橋の橋桁の色彩について審議しました。前回の審議ではライトグレ ー系あ

るいはライトグリーン系の2色に絞られましたが、 固土交通省松江国道事務所の作成したモンタ ー

ジュ写真を参考に審議した結果、 ライトグレ ー とすることに決まりました。

0石見銀山景観保全審議会 委員名簿

氏名 職業・所属団体（役職） 区分 備考

泉 充規 仁摩ブロック公民館長 地元有識者

今田 善行 温泉津ブロック公民館長 地元有識者

大屋 誠 松江工業高等専門学校准教授 学識経験者

黒田 乃生 筑波大学大学院准教授 学識経験者

田中 裕子 オフィスタナカ代表 地元有識者

田中要之祐 高山ブロック公民館長 地元有識者

林 秀司 島根県立大学教授 学識経験者 副会長

福田 満幸 島根県広告美術協同組合理事 地元有識者

藤岡 大拙 島根県立大学短期大学部名誉教授 学識経験者 会長

山本 豊 煎島根県県央県土整備事務所大田事業所所長 関係行政機関

若槻 真治 島根県教育庁文化財課世界遺産室長 関係行政機関

渡邊 元文 渡邊建築工房代表 地元有識者

※第2回審議会開催時
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■大久保間歩一般公開

平成23年度は、 ツア ー 催行日数がのべ128日、 ツア ー 参加者は7,592人となりました。 平成20年度

からスタ ー トした一般公開も4 年目となり、47都道府県からご参加いただいています。

参加人数は昨年に比べ 5 ％増。昨年同様、参加人数1位が大阪、 2位が東京となり、 近畿・京浜

方面からのお客様が目立ちます。集客宇は74％と、 昨年を4％上回りましたが、 より効果的な集客

を行うための集客方法・広告宣伝活動の面で課題が残ります。

公開日： 4月～11月及び、 3月の金・土・日・祝日（12月～2 月末日までは休場）

午前と午後各2回のツア ー (1日 4回）

定 員：各回20名（1日80名）

申込先：（樹石見観光 大田営業所内 大久保間歩予約センター

電話 0854-84-0750 FAX 0854-84-0751 

HP http:/ /www.iwami.or.jp/ginzan/ 

0都道府県別 大久保間歩入坑者数（平成22年度～23年度）

平成22年度 平成23年度 対箭年比 平成22年度 平成23年度 対前年比

人数 人数 増減数 増減率 人数 人数 増減数 増減率

北海道 75 92 17 23% 滋賀 122 116 -6 -5%
幸目詠フ 7 8 1 14% 京都 249 241 -8 -3%

岩手 20 ， -11 -55% 大阪 748 801 53 7% 

宮城 20 18 -2 -10% 兵庫 661 614 -47 -7%

秋田 4 5 l 25% 奈良 158 138 -20 -13%

山形 12 15 3 25% 和歌山 56 60 4 7% 

福島 16 14 -2 -12% 鳥取 104 130 26 25% 

茨城 52 88 36 69% 島板 337 318 -19 -6%

栃木 30 17 -13 -43% 岡山 304 283 -21 -7%

群馬 8 31 23 288% 広島 654 683 29 4% 

埼玉 236 205 -31 -13% 山口 189 193 4 2% 

千葉 221 308 87 39% 徳島 58 52 -6 -10%

東京 667 789 122 18% 香川 129 105 -24 -19%

神奈川 456 415 -41 -9% 愛媛 128 162 34 27% 

山梨 16 24 8 50% 商知 48 51 3 6% 

新潟 24 14 -10 -42% 福岡 298 299 1 0% 

長野 56 50 -6 -11% 佐賀 24 29 5 21% 

富山 42 44 2 5% 長崎 28 49 21 75% 

石川 60 55 -5 -8% 熊本 40 42 2 5% 

福井 65 49 -16 -25% 大分 35 21 -14 -40%

岐阜 83 88 5 6% 宮崎 15 25 10 67% 

静岡 116 155 39 34% 鹿児島 32 17 -15 -47%

愛知 383 544 161 42% 沖縄 5 15 10 200%

三重 128 103 -25 -20% 海外 11 8 -3 -27%

7,230 7,592 362 5% 
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要があると認めるときは、 教育委員会の承認を得て、 開場時間を変更することができる。
（休場日）
第6条 大久保間歩の休場日は、 次のとおりとする。
(1)月曜日から木曜日までの日
(2) 12月1 日から翌年の 2 月末日までの間
2 指定管理者は、 前項の規定にかかわらず、 必要があると認めるときは、教育委員会の承認を得て、

休場日に開場し、 又は臨時に休場日を定めることができる。 この場合においては、 指定管理者は、 そV1)
旨をあらかじめ大久保間歩の入口及び石見銀山世界遣産センターに掲示するものとする。
（行為の許可）
第7条 大久保間歩の坑内において、 業として写真、 映像等の撮影等をしようとする者は、 あらかじめ

教育委員会の許可を受けなければならない。
2 教育委員会は、 前項の許可に関し大久保間歩の管理上必要な範囲内で条件を付することができる。
（入場の制限）
第8条 大久保間歩は、 指定管理者が指定する保安員等の同行がなければ、 入場することができない。
2 小学生は、 保護者の同伴又は引率がなければ、 大久保間歩に入場することができない。
3 小学生未満の者は、 大久保問歩に入場することができない。
（遵守事項）
第9条 大久保間歩に入場する者（以

―

ド「入場者」という。）は、 大久保間歩において次に掲げる事項
を守らなければならない。
(1)立入禁止区域に立ち入らないこと。
(2)火気を使用し、 又は喫煙をしないこと。
(3)鉱石等を採取しないこと。
(4)他の入場者に迷惑を及ぼす行為をしないこと。
(5)職員及び保安員等の指示に従うこと。
(6)その他大久保問歩の管理運営上障害となる行為をしないこと。
（入場料）
第10条 入場者は、 指定管理者に入場料を納付しなければならない。
2 入場料は、 別表に定める額を上限として、 指定管理者が、 市長の承認を得て定める額とする。
3 市長は、 指定管理者に、 入場料を当該指定管理者の収入として収受させる。
（入場料の減免）
第11条 指定管理者は、 特別な事由があると認めるときは、 市長の承認を得て、 入場料を減額し、 又は
免除することができる。

（入場料の不還付）

第12条 既に納められた入場料は、 還付しない。 ただし、 指定管理者は、 特別の事由があると認めると
きは、 市長の承認を得て、 これを還付することができる。
（損害賠償の義務）
第13条 大久保間歩の施設又は設備その他の物件を故意又は過失によりき損し、 汚損し、 又は滅失した
者は、 これを原状に復し、 又はその損害を賠償しなければならない。
（免責）
第14条 教育委員会及び指定管理者は、 入場者の過失又は不可抗力の災害によって発生した事故につい
ては、 その責めを負わない。
（委任）
第15条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。
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附則
この条例は、平成20 年4月1日から施行する。
附則（平成22年条例第20号）
この条例は、平成23年 4月1日から施行する。
別表（第10条関係）

□----[:〖につき

備考 入場料の額には、消費税相当額を含む。

入場料
2,000円

1,000円

0大田市石見銀山大久保間歩の設置及び管理に関する条例施行規則

備考
高校生以上
小・中学生

平成20年3月27日

教育委員会規則第7号
（趣旨）
第1条 この規則は、大田市石見銀山大久保間歩の設置及び管理に関する条例（平成20年大田市条例第

2号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。
（行為の許可）
第2条 条例第7条の規定により行為の許可を受けようとするものは、その行為前7日までに、大田市
石見銀山大久保間歩（以下「大久保間歩」という。）における行為の許可申請書（様式第1号）を大田
市教育委員会（以下「教育委員会」という。）に提出しなければならない。
2 教育委員会は、前項の申請に対して石見銀山大久保間歩における行為の許可又は不許可の通知をす

るものとする。
（入場券の交付）
第3条 指定管理者は、条例第10条に定める入場料の納付があったときは、入場券を交付するものとす
る。
（入場料の減免及び無料入場証）
第4条 条例第11条の規定により入場料の減免を受けようとする者は、あらかじめ石見銀山大久保間歩
入場料減免申請書（様式第2号）を指定管理者に提出しなければならない。

2 入場料の減免の対象となる事由は、以下のとおりとする。
(1)学校教育の行事と認められるとき。
(2)その他大久保間歩の保存、活用のため特に必要と認められるとき。
3 指定管理者は、第1項の申請に対しで減免の決定額を通知するものとする。ただし、観光案内人、

文化財調査員など常時大久保間歩に入場する必要がある者については、石見銀山大久保間歩無料入場証
（様式第3号）を交付するものとする。
（秩序維持）
第5条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する者に対しては、大久保間歩への入場を拒否し、

又は退場を命ずることができる。
(1)他人に危害を及ばし、又は他人に迷惑となるおそれのある者
(2)大久保間歩又はその附属設備をき損し、又は滅失するおそれのある者
(3)前2号に掲げる者のほか、大久保間歩の管理上支障があると認められる者
2 前項により退場を命じられた場合の入場料は、これを還付しない。
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